
 

 定期監査結果の公表について  

 

 

 令和６年１１月２０日  

               瑞穂町監査委員  村  山  隆  敏  

 

                  同     小  川  龍  美  

 

 

 監査委員告示第  ８  号  

 

 

 地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき定期監査を実施した結果

を、以下のとおり公表する。  

 

記  

 

実 施 期 日  令和６年１１月１９日（火）  

        令和６年１１月２０日（水）  

 

場 所  瑞穂町議会委員会室  

 

関係者立会人  瑞穂町会計管理者  池田  朋代  

 

監 査 の 目 的  令和６年度一般会計、特別会計及び下水道事業会計の

事務事業執行状況が適正かつ効率的に行われているか

監査を実施。  

 

監 査 の 対 象  全課（局・館）の所掌する財務及び事務



監 査 方 法 

 各課（局・館）より事前に提出された調査票に基づき、所掌する財務

及び事務事業の執行状況について下記のとおりヒアリング調査を実施し

た。  

 

１１月１９日（火）  

監査時間  主管課  監査時間  主管課  

 8:44～  9:19 住 民 課 13:00～ 13:38 総 務 課 

 9:22～  9:51 税  務  課 13:40～ 14:13 下 水 道 課 

10:04～ 10:37 環 境 課 14:14～ 14:53 学校教育課 

10:40～ 11:20 企画政策課 15:00～ 15:40 協働推進課 

11:21～ 11:53 デジタル推進課 15:41～ 16:17 社会教育課 

 16:18～ 16:46 図 書 館 

 16:46～ 17:02 会 計 課 

 

１１月２０日（水）  

監査時間  主管課 監査時間  主管課  

 8:53～  9:32 福 祉 課 12:59～ 13:41 産業経済課 

 9:34～ 10:05 子育て応援課 13:43～ 14:09 安全・安心課 

10:11～ 10:44 高齢者福祉課 14:10～ 14:45 都市計画課 

10:46～ 11:23 健 康 課 14:53～ 15:26 交通政策モノレール推進課 

11:24～ 11:59 教育指導課 15:28～ 15:59 建 設 課 

 16:00～ 16:35 財 政 課 

 16:36～ 16:50 議会事務局 

 

監 査 結 果 

 令和６年度一般会計、特別会計及び下水道事業会計の財務に関する事

務の執行及び経営に係る事業の管理について、地方自治法第１９９条第

４項の規定に基づき、定期監査を実施した結果、各課の所掌する事項に

ついては、適正かつ効率的に行われており、良好な執行および管理がな

されていると判断した。  

 主な事業を概観する。まず、第５次瑞穂町長期総合計画基本計画が、

令和７年度をもって前期５年間が終了する。社会情勢の変化などに合わ



せた後期基本計画を策定するため、９月に住民意識調査を実施するなど

の策定作業が始まった。住民ニーズや前期基本計画の施策評価を十分に

踏まえた魅力ある地域社会の形成に向けた計画となるよう期待する。  

 令和５年度から継続している駅西公有地活用プロジェクトでは、「Ｏ

ＨＡＫＯ  ＭＡＲＫＥＴ」などのイベントの実施や、暫定インフラとし

て「ＯＨＡＫＯＹＡ」を設置した。様々なイベントで得た人脈やノウハ

ウを最大限活用し、今後も箱根ケ崎駅西公有地の賑わいを創出するとと

もに、地域ブランディングを進められたい。  

 令和６年１０月から１年間の予定でデマンド交通実証実験運行を開始

した。コミュニティバスではカバーできない交通不便地域解消の補完や

外出促進に寄与する公共交通手段としての有用性を検証し、便利で快適

に暮らせるまちの実現をより一層目指してほしい。  

 障がい者福祉施策では、相談支援体制の充実や障がい者虐待への迅速

な対応、権利擁護の推進のために令和６年１０月から基幹相談支援セン

ターを開設した。障害福祉サービスの利用だけでは解決できない課題を

抱える障がい者（児）の相談に対応することで家族への負担を軽減する

とともに、虐待対応や権利擁護などを推進し、さらなる相談支援体制の

強化に期待する。  

 令和６年４月から小・中学校の学校給食費無償化を実施した。  

町立小・中学校に在席する児童・生徒だけではなく、町独自の施策とし

て私立の小・中学校に通う児童・生徒およびアレルギーなどで学校給食

を食べられない児童・生徒についても、公平性を期すために同等の支援

を実施したことは評価できる。また、瑞穂第四小学校に自閉症・情緒障

がい固定学級「ひかり学級」を開設した。子どもたちの健全な成長を支

え、一人ひとりの能力や可能性を最大限に引き出す教育となることを望

む。  

最後に、賃上げの動きは見られるものの、依然として物価高騰などに

よる家計への影響があり先行きの不透明な状況であるが、自主財源の創

出と確保に努め、各種施策の優先順位付けと効率的な執行に向けて創意

工夫を並行して行うことが期待される。今後も住民が安心して生活がで

きるよう、より質の高い行政サービスが提供されることを望む。  

以上  

 


